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反応度添加後の準定常状態の出力挙動から未臨界体系の反応度を評価する目的で、新しい計算手法を開

発した。「準定常状態の出力が従う方程式」を複数回積分して得られる線形方程式を用いて反応度を推定

することで移動平均の平均長が合理的に決定できることを確認した。 
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1. 緒言 準定常状態の出力が従う方程式（𝑷(𝒕) = 𝜶𝒚𝒒(𝒕)  + 𝑷∞、𝜶𝒚 = 𝟏/𝝆$ − 𝟏、𝒒(𝒕) = 𝑷′(𝒕)/𝛍(𝒕)）－①

[1] を 変 形 し て n 回 積 分 す る と 𝒀 = 𝜶𝒚𝑿 + 𝑷∞ −②, 𝒀 ≡
𝑨𝒏

𝑪𝒏
⁄ , 𝑿 ≡

𝑩𝒏
𝑪𝒏

⁄ , 𝑨𝒏 ≡ 𝑰[𝒏][𝛍(𝒕)𝑷(𝒕)] −

𝑰[𝒏−𝟏][𝛍(𝒕)𝑷(𝒕)] ∙
𝟏

𝒏−𝟏
𝒕,  𝑩𝒏 ≡ 𝑰[𝒏−𝟏][𝑷(𝒕)] − 𝑰[𝒏−𝟐][𝑷(𝒕)] ∙

𝟏

𝒏−𝟏
𝒕,  𝑪𝒏 ≡ 𝑰[𝒏−𝟏][𝑴(𝒕)] − 𝑰[𝒏−𝟐][𝑴(𝒕)] ∙

𝟏

𝒏−𝟏
𝒕, と整理

できる。ここで𝜶𝒚は線(𝑿(𝒕), 𝒀(𝒕))の傾き、𝑷∞は安定出力、 𝑰[𝒏][𝑿(𝒕)] ≡ ∫ ⋯
𝑡

0
∫ 𝑿(𝒕)𝒅𝒕 ⋯ 𝒅𝒕

𝑡

0
(𝒏回積分)で

ある。この方程式②を中性子計数率データに線形フィッティングすることで、𝜶𝒚及び𝑷∞を求めることが

でき、①式よりドル単位の反応度𝝆$を評価できる。図１上に示すように中性子計数率の測定データは乱雑

であり、積分するためにある程度平均化する必要がある。 

 今回の検討により、移動平均のデータ長と積分回数 n につ

いては②式の線形性が成り立つ部分の長さが最大になるよう

に決定すれば良いことがわかった。これにより移動平均のデ

ータ長の決定方法の曖昧さ[2]がなくなった。この成果は、デ

ブリの取出し時の反応度評価に役立つことが期待できる。 

2. 検討 TRACY[3]による実験データでは、時刻 3160秒で瞬

時に反応度が添加されて−𝟏. 𝟒$となる（図１上参照）。𝒏 =

𝟑~𝟏𝟑の範囲で②式の(𝑿, 𝒀)をプロットする（図１下）と、積

分回数 n が増えるほど、負の傾き𝜶𝒚を持った部分がまっすぐに

なるとともに短くなっている。この点(𝑿, 𝒀)に対して直線をフ

ィッティングして得られた値𝜶𝒚 = −𝟏. 𝟕𝟗より反応度の評価値は

𝝆$ = −𝟏. 𝟑$となった。 

3. 結論 準定常状態の出力とその微分値の挙動を、中性子検出

器信号から精度良く推定できるとともに、経験的に定めるよう

な定数を用いることなく、直接式①、②を用いて反応度を評価

できる見通しを得た。今後解析データ及び実験データで検証す

る計画である。 
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図１：出力と線(𝑿, 𝒀)の計算例 

（見やすさのため(𝒀, 𝑿)で表示） 
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